
天
台
智
顗

の

「秘
密
不
定
教
」
創
唱

の
意
図

張

堂

興

志

(
一
)
化
儀
四
教

の
一
つ
で
あ
る

「秘
密
不
定
教
」
は
、
如
来
側
の

「三

輪
不
可

思
議
相
」、
及
び
衆
生
側
の
得
益

の

「互
相
不
知
」
と
い
う
説

明
理
解

に
終
始
す
る
。
こ
れ
は
、
天
台
大
師
智
顗

(五
三
八
～
五
九
七

・

以
下
、
智
顗
)
の
説
に
起
因
す
る
が
、
『玄
義
』
所
説
の

「秘
密
不
定
教
」

を
改
め

て
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
智
顗

は
経
典
中
の
如
来
三
輪
に
関
す
る

戯
曲
的
記
述
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
そ
の
真
意
は
、
(イ
)
当
時
の
教
判
に
お

い
て
、
兎
角

一
段
下
に
見
做
さ
れ
る
一
『阿
含
経
』
や
二
乗
に
対
し
、
新

た
に

「秘
密
」
の
不
定
教
を
見
抜
く
こ
と
で
、
大
乗
と
の
同
価
値
性
を

見
出
そ
う
と
努
め
た
こ
と
に
あ
る
、
と

一
応
結
論
す
る
に
至
り
、
試
論

を
提
出

し
た
。
(
1
)

小
稿
で
は
こ
の
結
論
を
別

の
角
度
よ
り
支
え
て
み
た
い
。

(二
)
智
顗

は
他
師
の
教
判
論
に
お
け
る
不
定
教
を
、
偏
方
不
定
教
と

見
徹
し

て
批
判
し
、
あ
ら
ゆ
る
経
の
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
不
定
教
は
存

在
す
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
な
か
で

「秘
密
不
定
教
」
は
阿
含
時
で
扱

わ
れ
る
。
こ
れ
は
次
の

『玄
義
』
十
巻
教
相
が
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。

酪
中
殺
人
者
。
如
智
度
論
云
。
教
有
二
種
。
一
顯
露
教
。
二
秘
密
教
。
顯
露
者
。

初
轉
法
輪
。
五
比
丘
及
八
萬
諸
天
得
法
眼
淨
。
(A
)
若
秘
密
教
。
無
量
菩
薩

得
無
生
法
忍
。
此
是
毒
至
於
酪
。
而
能
殺
人
也
。
(大
正
三
三
、
八
〇
六
b
)

阿
含
時
は
顕
密
両
不
定
教
が
併
設
さ
れ
、

「顕
露
不
定
教
」

の
相
は

『四
阿
含
』
に
具
体
的
に
散
見
さ
れ
る
、
「初
転
法
輪

に
五
比
丘
や
諸
天

が
法
眼
浄
を
得
た
」
事
例
を
指
す
が
、
「秘
密
不
定
教
」
の
根
拠
と
な

る
記
述
は
、
『
四
阿
含
』
に
確
認
出
来
ず
、
智
顗

は

『
大
智
度
論
』
巻

六
十
五
に
そ
れ
を
求
め
る
。
『智
度
論
』
当
該
箇
所
は
、
(
2
)

「初
転
法
輪
も

大
乗
を
説
く
」
と
云

い
、
【「密
」
転
法
輪
】

の
語
を
用

い
て
波
線
部

(A
)

の
如
き
初
転
法
輪
に
お
け
る
不
可
思
議

の
不
定
教
を
明
か
す
の

で
あ
り
、
従
来
、
秘
密
不
定
教
の
淵
源
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『智

度
論
』
所
説

の
秘
密
教
は
菩
薩
に
限
定
さ
れ

る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で

あ
る
。
『智
度
論
』
は
、
「秘
密
不
定
教
」
の
創
唱
に
際
し
、
ひ
と
つ
の

示
唆
を
与
え
る
も
の
で
し
か
な
い
。
何
故
か
と
い
え
ぼ
、
智
顗

は
初
転

法
輪
に
お
い
て

「在
家
の
者
が
無
生
法
忍
を
得
る
」
と
い
う

『提
謂
波

利
経
』
を

「秘
密
不
定
教
」
の

一
傍
証
と
し

て
重
視
し
、
『玄
義
』
十

巻
教
相

「判
教
段
」
に
、
「若
し
声
聞
を
論
ぜ
ぼ
」
と
し
た
上
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

一
〇
九
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天
台
智
顗

の

「秘
密

不
定
教

」
創

唱

の
意
図

(張

堂
)

二

〇

若
論
聲
聞
。

一
秘
密
合
。
二
顯
露
合
。
秘
密
合
者
。
初
爲
提
謂
説
五
戒
法
。

已
有
密
悟
無
生
忍
者
。
(B)況
修
多
羅
方
等
般
若
。
量
無
密
悟
。
此
則
不
論
。
(大

正
三
三
、
八
〇
九
b
)

こ
の
波
線
部

(B
)
は
、
「在
家

の
人
で
す
ら
五
戒
を
聞
く
の
み
で
無
生

法
忍
を
得
た
の
だ
か
ら
、
し
か
ら
ぼ
な
お
さ
ら
阿
含
時
に
、
二
乗
が
無

生
法
忍

を
得
る
、
と
い
う
不
定
教

の
相
が
説
か
れ
て
い
て
も
不
思
議
で

は
な
か
ろ
う
」
と
い
う
論
法
で
あ
る
。
し
か
し

『阿
含
経
』
中
に

「声

聞
が
無
生
法
忍
を
得
る
」
と
い
う
直
接
的
証
拠
が
な
い
た
め
、
「秘
密
」

不
定
教

と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に

「密
転
法
輪
」
を

「秘
密
不

定
教
」
と
言
い
換
え
、
阿
含
時
の
教
説
や
二
乗
も
、
大
乗
教

や
菩
薩

と
同
等

で
あ
る
、
と
積
極
的
に
捉
え
る
の
が
智
顗

の
経
典
観

の

特
長
で
あ
り
、
「秘
密
不
定
教
」
の
意
図
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

(
ロ
)不
定
教
に
関
連
し
て
使
わ
れ
る

「顕
露
」
と
は

【経
典
中
に
明
文

化
さ
れ

て
い
る
】
事
柄
を
指
し
、
「秘
密
」
と
は

【経
典
中
に
文
字
と

し
て
確

認
で
き
な
い
】
も
の
を
指
す
、
と
い
う
仮
説
が
提
唱
で
き
よ
う
。

こ
れ
は

『玄
義
』

一
巻
教
相
の
教
相
三
意

(大
正
三
三
・
六
八
三
b
～
六

八
四

a
)
を
明
か
す
な
か
、
「法
華
は
顕
露
で
あ
り
秘
密
で
は
な
い
」
と

論
じ
る
箇
所
に
、

今
法
華
是
顯
露
非
秘
密
。
(中
略
)
此
経
。
與
衆
經
相
異
也
。
又
異
者
。
餘

教
當
機
益
物
。
不
説
如
來
施
化
之
意
。
此
経
明
佛
設
教
元
始
巧
爲
衆
生
。
作

頓
漸
不
定
顯
密
種
子
。
(中
略
)衆
経
尚
不
論
道
樹
之
前
師
之
與
弟
近
近
權
實
。

況
復
遠
遠
。
今
経
明
道
樹
之
前
權
實
長
遠
。
(中
略
)
經
云
。
昔
所
未
曾
説

今
皆
當
得
聞
。
(中
略
)
當
知
。
此
經
異
諸
教
也
。
(大
正
三
三
、
六
八
四
a
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
妥
当
性
は
示
さ
れ
よ
う
。

つ
ま
り

「秘
密

不
定
教
」
の

「秘
密
」
に
は
少
な
く
と
も
、
①
如
来
側

の

「三
輪
不
可

思
議
」
、
②
衆
生
側
の

「互
相
不
知
」、
③
点
線
部

(
ロ
)
の

「仮
説
」、

と

い
っ
た
意
味
が
存
在
す
る
。
実
は
こ
の

「顕
」
・
「密
」
に

つ
い
て
、

吉
蔵

(五
四
九
～
六
二
三
)
が
自
説
を
展
開
し
て
お
り
、
智
顗

と
の
比
較

を
試
み
る
と
、
新
た
に
興
味
深
い
点
が
見
え
て
く
る
。

(三
)
吉
蔵

の
経
典
観
に
つ
い
て
は
、
菅
野
博
史
氏
が
、
「吉
蔵
は
、
(中

略
)
多
く
の
大
乗
経
典
は
道
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
相
違
は

な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
価
値
的
に
平
等

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
が
吉
蔵
の
経
典
観
の
基
本

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
と
思
う
。
(中
略
)
こ
こ
に
一
つ
の
疑

問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は

「顕
道
無
異
」
が
大
乗
経
に
限
ら
れ
、
小
乗
経
典
が
除
外
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
関
し
て
の
疑
問
で
あ
る
。
(中
略
)
諸

大
乗
経
典
は
声
聞
に
対
す

る
教
化
態
度
は
異
な

っ
て
い
て
も
、
菩
薩
に
対

し
て
真
実
を
顕
わ
す
点

は
共
通
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
を
捉
え
て

「顕
道
無
異
」
と
主
張
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味

に
お
い
て
は
、
小
乗
は
こ

の
仲
間
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

(中
略
)
さ
て
、
吉
蔵
の

「諸
大
乗
経
顕
道
無
異
」
の
思
想
は
、
(中
略
)
浄
影
寺
慧
遠
に
そ
の
先

縦
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
(中
略
)
慧
遠

に
も
、
「諸
大
乗
経
顕
道

無
異
」
と
い
う
吉
蔵
の
思
想
と
共
通
す
る
思
想
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。」

と
、
結
論
的
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
(
3
)

ま
た
平
井
俊
栄
氏
は
、
吉
蔵
に
お
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け
る
顕
密
義
に
つ
い
て
、
「吉
蔵
の
二
種
教
法
の
範
疇
に
属
す
る
と
考
え

ら
れ
る
も

の
で
、
特
殊
な
用
例
に

「顕
密
」
の
義
が
あ
る
。
(中
略
)
つ

ま
り
三
乗
教
を
顕
示
教
、
法
華
を
秘
密
法
と
い
っ
て
仏
法
の
二
種
を
大

別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
を
単
に
大
乗
の
置
き
換
え
と
み
な
す

な
ら
ぼ
、
小
乗
が
顕
示
、
大
乗
が
秘
密
の
意
と
な
っ
て
声
聞
蔵

・
菩
薩

蔵
の
二
蔵

の
範
疇
に
摂
め
ら
れ
る
。
し
か
し

(中
略
)
吉
蔵
は
、
と
も

に
菩
薩
蔵

に
摂
せ
ら
れ
る
べ
き
般
若
経
と
法
華
経

の
優
劣
を
論
じ
て
、

顕
密

の
基
準
か
ら
す
れ
ぼ
法
華
は
般
若
に
勝
る
と
述
べ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
顕
密

に
は
二
義
が
あ
る
こ
と
に
な
る

(中
略
)

つ
ま
り
顕
密
に

は
大
乗

・
小
乗

の
別
と
、
義
の
浅
深
の
別
と
の
二
義
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。」
(
4
)

と
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
な
か
で
、
吉
蔵

の

『法
華

遊
意
』
顕
密
門
に
、

第
四
料
簡
顯
密
。
問
。
小
乗
亦
是
説
密
一
乗
不
。
答
。
佛
説
小
乗
意
在
悟
大
乗
。

故
説
小
乗
亦
是
密
説

一
乗
也
。
(大
正
三
四
・
六
四
六

c
)

と
あ
る
。
吉
蔵
は

「小
乗
も
秘
密
に
一
乗
を
説
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
智
顗

の
経
典
観
に
近
い
主
張
で
あ
り
興
味
深

い
が
、
や
は
り
吉

蔵
の
経
典
観
は
菅
野
氏
が
、
「『百
論
序
疏
』
に

「

切
経
亦
通
明
中
道
、

通
明
正
観
、
則

一
切
経
是

一
経
」
(大
正
四
二
・
二
三
二
下
)
と
あ
る
よ
う

に
、
稀
に

一
切
経

の
平
等
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
大
体
に

お
い
て
大
乗
と
小
乗
と
を
区
別
す
る
、
い
わ
ゆ
る
二
蔵
判

(
一
切
経
を
声

聞
蔵
と
菩
薩
蔵
の
二
蔵
に
分
類
す
る
教
判
)
は
吉
蔵

の
著
作
の
随
所
に
見
ら

れ

る

の
で

あ

り

、

こ

の
範

囲

を
出

な

い
も

の
で

あ

ろ
う

。
」
(
5
)

と
指

摘

さ

れ

る
通

り

だ

ろ
う

。

「秘

密

」

に

つ
い

て
、
浄

影

寺

慧

遠

撰

『
大
乗

義

章

』

巻
十

一
に
は

、

依
了
義
經

不
依
不

了
義
者
。
分
別
有

二
。

一
就
大
小
相
封

分
別
。

或
小
乗
名

了
大
乗
不
了
。
小
乗
鹿

顯
故
名
爲

了
。
大
乗

秘
密
故
名
不

了
。
或

大
乗
名

了

小
乗
不
了
。
大
乗
顯
實
名
之
爲

了
。
小
乗
覆
實
名
爲
不
了
。

(大
正

四
四

・
六

七
九

b
)

と

、

「大
乗

1
=秘
密

」

の
語

を
用

い
、

小

乗

と

の
優

劣

論

を

展

開

す

る
。

さ
ら

に

『
大

智
度

論

』

巻

百

に

は

問
日
。更
有
何
法
甚
深
勝
般
若
者
。
而
以
般
若
囑
累
阿
難
。
而
餘
経
囑
累
菩
薩
。

答
日
。
般
若
波
羅
蜜
非
秘
密
法
。
而
法
華
等
諸
經
説
阿
羅
漢
受
決
作
佛
。

(大
正
二
五

・
七
五
四
b
)

と
あ
る
よ
う
に
、

「秘
密
」
の
語
に

一
種
の
優
位
性
を
認
め
る
流
れ
が
既

に
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
踏
襲
し
た
も
の
が
吉
蔵

の
顕
密
義
で
あ
る
、
と

見
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

(四
)
さ
て
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の

『智
度
論
』

の
記
述
に
つ
い
て

『玄

義
』
十
巻
教
相
の
章
安
潅
頂
の
私
記
が
、
吉
蔵
の

『法
華
玄
論
』
を
用
い
、

他
會
通
法
華
明
二
乗
作
佛
。
是
秘
密
。
般
若
不
明
二
乗
作
佛
。
故
非
秘
密
。

秘
密
則
深
般
若
則
淺
。
何
者
。
般
若
明
菩
薩
是
佛
因
。
於
義
易
解
故
非
秘
密
。

二
乗
作
佛
與
昔
教
反
。
於
義
難
解
。
故
是
秘
密
。
(大
正
三
三

・
八

一
一
c
)

と
、
『般
若
』
と

『法
華
』
と

の
比
較
を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
両
者

は

【「秘
密
」
の
語
が
、
「二
乗
作
仏
」
を
意
味

す
る
】
と
理
解
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
智
顗

も

『智
度
論
』
の
同
所
に
は
着
書
す
る
が
、
そ
の

論
じ
方
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

『玄
義
』
十
巻
教
相
に
菩
提
流

天
台
智
顗
の

「秘
密
不
定
教
」
創
唱
の
意
図

(張

堂
)

一
一
一
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天
台
智
顗

の

「秘
密

不
定
教
」
創
唱

の
意
図

(張

堂
)

一
一
二

支

の
半

満

の
義

を

難

じ

て
、

次

の
よ
う

に
云

う

。

次

難
流
支
半
滿

義

。
從
初
鹿
苑

三
藏
皆

明
半
義

。
從
般
若

己
去
訖

至
涅
槃

。

皆

明
滿
者
此
不
應

然
。
從
得
道
夜
常
説
般
若
。
鹿

苑
已
來
何
曾
不
満
。
(中
略
)

當

知
鹿
苑
不
應

純

半
。
從
般

若
已
去
諸
経

皆
渦
者

。
(c
)
繹

論
云
。
般
若

非

秘
密
教
。

以
付
阿

難
。
法
華
是
秘
密
教
付
諸
菩
薩
。
若
同
是
漏
教

。
何
得

一

秘

一
不
秘
。
(D
)
又
若
皆

是
漏
應

同
會

三
。

(大
正

三
三

・
八
〇

四

a
～

b
)

こ

こ
で

は

「鹿

苑

よ
り

般

若

大
乗

を
説

い

て

い
る
」

と
断

言

す

る
。

こ
れ
は
別
に
論
じ
た
が
、
(
6
)
智
顗

は

『阿
含
経
』
に
大
乗
の
人
法
二
空

説
を
見
抜
き
、
ま
た

『智
度
論
』
を
根
拠
に
、
『阿
含
経
』
も
般
若
空
を

説
く
と
捉
え
る
の
で
あ
り
、
智
顗

は
相
待
妙
的
な
、
い
わ
ゆ
る

「別
の

五
時
」
観
を
前
面
に
出
す
傾
向
が
強
い
と
は
言
え
、
そ
の
裏
に
常
に
絶

対
妙
的
経
典
観
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
事
実
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て

『玄
義
』
で
は
、
「得
道
の
夜
よ
り
常
に
般
若
を
説
い
て
き

た
の
だ
か
ら
、
鹿
苑

(阿
含
時
)
は
必
ず
し
も
小
乗
と
は
限
ら
な
い
」

ま
た
、
「
鹿
苑
は
専
ら
小
乗
を
説
く

の
み
で
は
な
い
と
知
る
べ
き
で
あ

る
」
と
強

く
主
張
し
た
上
で
、
注
書
す
べ
き
は
波
線
部

(
C
)
に

「般

若
以
降

の
経
典
が
全
て
大
乗
な
ら
ぼ
、
般
若
は
秘
密
教

で
な
い
か
ら
阿

難
に
付
属

し
、
法
華
は
秘
密
教
だ
か
ら
菩
薩
に
付
属
す
る
、
と

『智
度

論
』
は
言
う
。
し
か
し
般
若
と
法
華
は
同
じ
く
大
乗
な
の
だ
か
ら
、
ど

う
し
て
法
華
が
秘
密
で
、
般
若
が
秘
密
で
な
い
と
言
う
の
か
」
と
、
い

わ
ゆ
る

「通
の
五
時
」
的
視
点
で

「秘
密
」
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
波
線
部

(
D
)
は
、
爾
前
、
要
は
鹿
苑
時
に
も

「秘
密
」
と

い
う
語
が
意
味
す
る

「二
乗
作
仏
」
が
あ
り
う

る
、
と
言
及
す
る
も
の

で
、
優
劣
論
に

「秘
密
」
を
用
い
る
の
と
は
基
本
的
に
異
な
る
。

(五
)
既
述

の
通
り

「秘
密
不
定
教
」
の
淵
源

は

『智
度
論
』
巻
六
十

五

に
あ
る
の
だ
が
、
智
顗

が

『智
度
論
』
所
説

の

【「密
」
転
法
輪
】

を

【「秘
密
」
不
定
教
】

へ
と
転
換
す
る
の
は
、

「秘
密
」
の
語
が
、
「二

乗
作
仏
」
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
『智
度
論
』
巻
百
の

「秘
密
」

義
が
、
実
に

「秘
密
不
定
教
」
の

「秘
密
」
義

に
も
影
響
し
て
お
り
、

よ
っ
て
冒
頭
の
点
線
部

(イ
)

の
結
論
は
支
持

さ
れ
よ
う
。
ま
た
こ
の

こ
と
は

『玄
義
』
が
阿
含
時
で

「秘
密

(不
定
)
教
」
に
言
及
し
、
ま

た
し
ぼ
し
ぼ
阿
含
時

の
二
乗
の
後
教

へ
の
密
入
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
か

ら
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。

1

拙
稿

「「秘
密
不
定
教
」
に
関
す
る

一
考
察
」
(『天
台
学
報
』
第
四
十

七
号
所
収
)
参
照
。

2

大
正
二
五
・
五

一
七
a
～
b

3

菅
野
博
史
著

『中
国
法
華
思
想
の
研
究
』
所
収

「吉
蔵
の
経
典
観
」
三

四
九
～
三
五
五
頁
、
※
波
線
部
は
筆
者
が
付
す
。

4

平
井
俊
榮
著

『中
国
般
若
思
想
史
研
究
』
五
〇

一
～
五
〇
二
頁

5

菅
野
前
掲
書

二
二
五
四
頁
の
脚
注

6

拙
稿

「天
台
大
師
に
お
け
る
大
小
乗
観
の
把
捉
に
つ
い
て
」
(『大
正
大

学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
二
十
九
号
所
収
)
参
照
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

秘
密
不
定
教
、
二
乗
作
仏
、
『大
智
度
論
』、
智
顗
、
吉
蔵

(大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
生
)
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(仮),zhong(中), zhi(止), guan(観), xiu(修), xing(性), cang(蔵), tong(通), bie

(別),yuan(円), and other Tiantai doctrines in his commentary.

117. One Conception of Sattva in Zhiyi's Doctrine 

Hodo SHIOIRI 

At the beginning of Chapter Seven of the Vimalakirti-nirdesa translated 

by Kumarajiva, thirty comparisons were pointed out to explain thoroughly 

that sattva is non-existence, namely that it is sunya. These comparisons are 

classified into three kinds: ‡@Existing as phenomena but not existing as real 

bodies, ‡A Not existing theoretically and‡BNot existing in reality in general 

theories. 

Seeing such a classification, Zhiyi regarded these comparisons to under-

stand respectively: ‡@Earthly truth for sattva (‰¼), ‡A Essential existence for 

sattva (‹ó) and ‡BExistence enhanced from both existences (’†). Particularly, 

he discussed comparisons of type‡Band elucidated that they existed in fact 

even though they are impossible at first glance. This explanation is a jump 

from the context of the sutra and quite unique from opinions of other schol-

ars. 

Though the sutra after this part elucidates the compassion of the bodhisat-

tva, Zhiyi admitting the earthly meaning regards the sattva, the object of the 

bodhisattva's compassion, as not a complete sunya and thus finds a founda-

tion for compassion.

118.Zhiyi's Intention of the Secret Teaching秘 密 不 定 教

Koshi CHODO

When we look closely into the Fahua xuanyi法 華 玄 義, it is often men-

tioned that enlightenment can be attained secretly by people with the capaci-

ty of the two vehicles.

In the Tiwei boli jing提謂 波 利 経, which expounds the Five precepts and

the Ten Good Acts　 五 戒 十 善　 to lay believers in the secular world, it is men一
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(190) Abstracts

boned that some have covertly reached the ultimate insight
, anutpattika-

dharma-ksanti　 無 生 法 忍, that nothing arises or perishes. Zhiyi　 智顗　 ac-

knowledged this fact and pronounced that enlightenment is possible even

through Hinayana doctrines at the time of the preaching in the Deer Park鹿

苑 時.

However, there is no conclusive verse or prose that can be seen as evi-

dence in the Tiwei boli jing which clearly indicates that some have attained 
enlightenment within the early stages. Thus, due to the nature of its teaching 
as being unable to be discussed in words fully, it must be called the secret 

teaching. 

119. Interpretations of neixun ziwu in the Chinese Tiantai and Japanese Ten-

dai Schools 

Masashi YANAGAWA 

The concept of neixun ziwu was developed by Zhanran. Zhiyi taught that 
the Lotus Sutra is transmitted eternally from buddha to buddha. Addressing 

theoretical problems posed by the Lotus Sutra having no origin in an infinite 

past, Zhanran proposed the existence of a first buddha. There was, however, 
no doctrinal basis for a first buddha. Zhanran thus determined that there was 
a period of "no teaching" during which the first buddha became enlightened 

due to his own "internal perfuming" (neixun), instead of through coming un-
der the influence of the teachings of a previous buddha. He used this term 

neixun exclusively for discussing the enlightenment of the first buddha. 

Subsequent masters of Chinese Tiantai and Japanese Tendai doctrine de-
veloped two interpretations of Zhanran's theory. One camp believed the no-

tion of a first buddha to be factual and the other claimed it to be hypotheti-
cal. Many Song dynasty masters such as Zhili, Yuanqing, and Shanyue took 

Zhanran's theory at face value, while Japanese (predominately) Tendai masters 
such as Genshin, Kakucho, and Shoshin proclaimed it hypothetical. They 

raised two main objections to Zhanran's theory. First, they questioned wheth-
er it is possible to seek for a beginning of Buddhism. Second, they argued
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